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オブシディアンタイムズ

Pickup Artist 2016 年リリースの作品『psycho:lens』、2023 年 3 月から zoisite
通販での取り扱いを開始しました。改めてこの作品の良さを多くの人に
伝えたいと思い、当時オフィシャルサイトに掲載されていたアルバムイ
ンタビューをお届けします。

●ついにサイレンスの新しいアルバムが出来ました。なん
とも直球なジャケットになってますが（笑）。
想：そうですね（笑）。まぁ、それしかねぇって感じで。 
●もうちょっとひねってもっていう（笑）、あのジャケット
の意図は？ 
想：収録曲的に結構ノリノリ系な曲が詰まってるような感
覚があったんですけど、完成が見えてきて、聴いてみると

意外と切な淋しい感じの曲が多くて。 
●あぁ、確かに切なさは感じる。
想：最初はそういうイメージで考えてたんですけど。でも
バラエティ感もあって、ポップな面というのもクローズアッ
プしたかったんで、ちょうど撮影の時に使った果物があっ
たんで……まぁ、あれで 1 万円くらい使ってるんで使っと
こうかなと（笑）。



一同：（笑）
キリ：スーパーをハシゴして、探し歩きました（笑）。
●凄い美味しそう（笑）。
zull：そうですね（笑）。
●で、今まで CD はリリースしてきてますが、サイレンス
でフルアルバムっていうのは初でしたっけ？ 
想：初めてですね。キリちゃんが入った時に『DREAMER 
DREAMER』というのを作ったんですけど、あれは過去
の曲を再録プラス新曲で 7 曲という感じでギリギリでミニ
だったんで。
●今回、フルアルバムを作るにあたって、ノリノリ系の曲
なんていう話も出てましたけど、バンド内ではどんな話を
してたんですか？
想：収録予定の曲が 4 曲くらい決まってたんで、まぁそこ
を軸にという形で。
●既にライヴで演ってる曲とかもありますもんね。
想：そうですね、そこから広げていくという感じで。
●例えば暗いアルバムにしようとか、ノリノリな感じなア
ルバムにしてみようとか、想さんの中ではヴィジョンがあっ
たわけですよね？ 
想：もともと打ち込みで始ってるバンドで、キリちゃんが
入って、その打ち込みの曲も同期を残しつつ、生ドラムを
交えてという感じでやってきて……で、その後、同期を一
切使わない曲も演り始めてという流れがあるんです。そん
な中でもベースだったり、同期のループを軸にという曲作

りのコンセプトがあったんですけど、そこじゃないサイレ
ンス感というのも出来てきてる感じもあるので、まぁあえ
て何も考えずにというか……。前よりもギターを弾けるよ
うになってるとこもあるので、ギターバンド感も出るかな？
というトコと。以前だと同期で補ってたものがギターになっ
たりというのはあって。まぁ……つまりどういう感じにな
るかな？というのは全然わからなかった（笑）。
● zull さんとしてはアルバムに対しての取り組み方として
はどんなふうに考えてましたか？
zull：アルバムに対して……出来てくる、出来てくる曲が結
構カッコいいので、バンドとしては自信をもってどんどん
曲を作っていけばいいかなぁ？と。曲を作るキッカケにな
るのが結果的に音源なんですよ。音源を作るからこんだけ
曲を作んなくちゃいけないという状況があって、だけど過
去からずっとやってきて 1 曲 1 曲カッコいいものが出来て
きてると思ってるから、それをまとめるのには良いキッカ
ケだなっていう。10 曲って言ったらそれがノルマになって
くるわけじゃないですか？でもそれによって曲が出来てく
れば、それは絶対カッコいいから、どんどんやっていこうっ
ていう。
● zull さんからみて、想さんの方がギタリストとしてはま
だ新米じゃないですか？
zull：俺もバンドバンドしたバンドで、あんまりバンドやっ
てないんで（笑）。
一同：（笑）
想：バンドが新米だからね。
zull：バンドが新米なんで、ツインギターとは何か？ってい
うのをここ 2、3 年ずっと考えてやってます。
想：でもここ 2、3 年ずっとツインギターやってるじゃん、
ルナマと武竹と（笑）。
一同：（笑）
zull：そうなんですけど（笑）。ま、ツインギターのバンド
としてのボキャブラリーとか経験値はそれくらいしかない
んで。今までって基本的にギタリストというよりも、ギター
を持ってる人なんで。味というか、ギタリストというより
は何か乗せてきた人なんで。バンド然としたバンドのツイ
ンギターって俺全然わかんないんですよ。で、じゃあ俺が
ただバッキングしてたらいいのか？っていったら、それ多
分、全然必要じゃないし。
●自分の中ではそういうギタリストの立ち位置というの
は？ 
zull：すげぇわかんなかった。
●今も？
zull：今はわかって来ましたけど。ここ 2、3 年は多分わか
んないでやってたと思うし、変な話ですけど 3 人がいて、
プラス自分という状況で俺はやってたような気がします。
ツインギターとは？というのはずっと考えて、いろんなツ
インギターのバンドとか聴いたりするんですけど、どれも
当てはまらないんで、どうしたらいいかな？っていうのは
ずっと考えてやってます。
●想さんのギターと、自分のギターのポジションというか、
振り分けとか、何か見えてきたものはありますか？

zull：それは確かにあります。
●具体的には？
zull：芯で外郭。想さんが核で、自分が外郭。が、いいかな
と思います。歌があってギターがあるんで、それって真ん
中じゃないですか？だけど俺はあんまり歌がわからないで
ギターを弾いてるんで、多分ちょっと離れてるんですよ。歌、
ギターって絶対に合致してるので、それに対してどう被せ
ていくか？っていうのは、まず考えないといけない。俺は
これが弾きたいんだ！とか訳わかんないことをいう年頃で
もないので。このサウンドにどう入っていったらいいだろ
うか、とか。 
想：最初の頃、3 人でやってた時って俺 2 曲しかギター弾
いてないんですよ。4 人になってからギターを全曲で弾く
ようになって。まぁ弾きたがって（笑）。3 人でやってた頃
の曲にも自分なりに考えてギターをのせてくわけですけど、
そこまでの曲とそこからの曲だと、やっぱりギターのつけ
方が全然違うんです。核っていうか、歌いながら弾きやす
いものにも移行し始めてるし、より歌に近いことを弾くよ
うになってきてるかな？だから今の方が役割はハッキリし
てきてると思うんですよ。
zull：ツインギターではないのかなぁっていう感覚はありま
す、ギターヴォーカルのバンドって。ツインギターのバン
ドって言っちゃうとヴォーカル、上手 ( かみて )、下手 ( し
もて ) っていう。それと、ヴォーカルがギター持ってとい
うのとは違うかなと。
●ツインギターっていうとどうしても JUDAS PRIEST み
たいのを思い浮かべちゃうんですけど（笑）。
想：さすが！ LUNA SEA とか BUCK-TICK の話をしてる
とこに（笑） 。
zull：そういう基本のツインギターの形には合わないので。
2 人でユニゾンするっていうのもちょっと違うし、タイム
感とかの問題もあるし、歌ってることに対するギターとま
たちょっと違うのかなと。
●なるほど。
zull：まぁ出来るようになるに越したことはないんですけど。
それはまた時間を掛けて、我々のツインギター、バンドサ
ウンド、熟成されていくもんではないかなと。今回のアル
バムは言ってみれば、その第一歩。
●はい。
zull：ぐらいな気持ちです。ここからこのバンドはどうなっ
て行くのかな？というところがあるんじゃないかな？過去
は過去で勿論あるんだけど、俺が思うのは今がようやく第
一歩、ようやくって言い方もおかしいけど第一歩で、この
バンドの進化はこれからだよって思うし。
●その第一歩というのは凄く感じますね。変な話、今まで
はちょっとした息抜き的なバンドというイメージもあった
けれど、今回のアルバムを聴かせて貰ってその本気度、サ
イレンスというバンドがちゃんと存在しているというのは
凄い感じました。
zull：今までは俺、多分、手持ちでやってるんですよ。自分
が持ってるものだけでやってきたところはあるんですけど、
これから先は何か研ぎ澄ましていかないとダメだと思う。

新しい切り口を探したり、新しいことに挑戦していかない
とダメ。もう手持ちでどうにかなる状況ではない。
●なるほど。ところでみんな衣装が真っ白になっちゃった
のも新しい切り口？
想：あ～あれは、1 回統一してみたいというか、いつもバ
ラバラなんで（笑）。まぁやっぱりバンド感が強くなってき
たからそういう話にもなったのかなと思います。
キリ：特に決めてたわけじゃないですもんね、衣装。 
想：暗黙の了解的なものはなくはなかったですけど。自分
は民族的な感じで……ズルヲさんはエレガントにとか、祈
さんはアレとか。
キリ：で、間を取った感じを。
●祈さん、大変ですよね？黒いところからいきなり真っ白
になっちゃって。どうですか？白い自分って。 
祈：違和感……っていたら変ですけど、ただ……今までど
うしていいかわからなかったので…。
●反響はどう？既にステージにも立ってるじゃないです
か？
想：何もないですね（笑）。
一同：（笑） 
キリ：多分祈さん自身、気に入ってると思います。そんな
気がします。 
祈：（微笑）
●キリちゃん的にはどうですか？いままでの個性的な 3 人
がいるのと、全員統一で真っ白というのは？可哀想＠ vocal

Zull ＠ guitar



キリ：統一でも、それぞれの色を一応決めてあったり。オ
レンジ（想）、青（キリ）、緑（zull）、赤（祈）って。ちょっ
とずつそういう色を取り入れたりしてて。
●あら、でもこの間のライヴで想さん妙な赤な布つけてま
したけど。
想：あ～（笑）。あれはちょっとパーツが多過ぎて、忘れも
のしてしまいまして。祈さんがボツった赤いパーツを持っ
てたんで拝借して。赤になりたかったわけではなく（笑）。
キリ：交換会が（笑）。統一してるけど、ちゃんと個性が出
てると思うので、今凄く気に入ってますね。
●キリちゃんは打ち込みでやってたサイレンスに誘われて
ドラムを叩くようになりましたよね。入った時はこうだっ
たけど、今はこうだと思うっていう変化っていうのは何か
ありますか？
キリ：最初打ち込みだったのもありますけど、入ってスタ
ジオで曲作りするようになって、バンドっぽくなって来た
なって。合わせようっていう空気が最近特に上がってきて
て、それが凄く楽しいですね。 
●その合わせようという空気はどこから生まれて来てるん
ですかね？
想：う～ん、多分俺が凄いヘタクソなんで……。 
●（笑）どの辺が？ 
想：主にギターが（笑）。自分がズレてるのをいかに人のせ
いにするかっていう。みんなが合ってくれれば俺は合うん
だ的な促し方で（笑）。

キリ：（笑）それは言い方はアレですけど、そうやって気付
いたこともあって、ここ違う、合ってないって言ってくれ
て思うところもあったり。
●で、話はアルバムに戻りますけど、作るにあたってこだ
わったところはどんなところですか？
zull：前よりも他の人が何やってるのか？っていうのを把握
した上で自分を考えて。前は曲の雰囲気がこうだから、俺
はこうだなだったんですよ。でも今は、みんながこうだか
ら俺はこうかな？ってなってきてる。その中で自分の感覚、
自分らしさ、同じフレーズ弾いてても、このエフェクター
かけた時とこのエフェクターかけた時ではやっぱり違うし。
そういうところは凄く意識しています。例えばオルガンっ
ぽい音が良さそうだなと思ったら、それっぽいサウンド、
エフェクトにするし、単純にエレキの音が鳴ってた方がい
いかなって思ったらエレキにするし。そういうところです
かね。
●祈さん的にはどうですか？ 
祈：さっきズルさんが言ってたことの出来てないバージョ
ンになるんですけど……周りを把握出来てなくて取り組ん
でしまった部分が結構ありまして。そういう意味では本当
にここからというか、今回こうだったんですけど、今後い
い感じにしていけたらいいなぁって思ってます。まぁあのぉ
……リリース前に話すようなアレではないんですけど（微
笑）。
一同：（笑） 
想：いやでも前に比べたら、全然あがってきてて凄い良かっ
たと思う。プレイ的に。安定感も増してきてるし。すげぇ
頑張ったんだなぁという、なんかそういうのは感じた。
●キリちゃんはどうですか？今回のアルバムを作るにあ
たって？
キリ：ドラムのチューニングをちゃんとしたいなっていう
のがありました。歌によって曲によって、スネアの音なり、
他の音なりをちゃんと作りたいなっていう。そこは出した
い部分であったんですけど、歌のために演奏するので、歌
を聴いて音を作りたかったり、他の音を聴いて音を作りた
かったりするんですけど、レコーディングとしてそれは無
理なので自分に自信を持つことでしたね（笑）。
●（笑）
キリ：これでやるってちゃんと自信を持ってやること。が、
こだわりというか頑張ったとこ。完成したのを聴いて本当
にカッコいいなぁと。
zull：チューニングが大事だなっていうのは 10 曲目の

「lens」ですげぇ感じた。あれは正解だなっていう。
キリ：それは嬉しい限りです。
zull：ドラムのチューニングってこういうことなんだなって
いうのはすげぇ感じました。イントロ始まった瞬間に、あぁ
これはこのドラムの音で良かったんだっていう。エンジニ
アの方とちょこちょこ、ちょこちょこやってたんで、まぁ
わかんないで聞いてたんですけど（笑）。
想：emmurée の初期からずっとやって貰ってるエンジニ
アの方で、もう 16 年とか。ほぼ全作品やって貰ってる方
なんです。その流れでサイレンスも全部やって貰ってるん

ですけど、もうほとんどメンバーみたいなところもあって。
チューニングに関しても他のところでやってたら、直した
方がいいとか言って貰えないこともあると思うんですね。
歌を録っても“う～ん……悪くないんだけど、なんか変に
ロック感が強過ぎる”とか意見してくれるんで。まぁ昔は
それにムカついたりもしてたんですけど （笑）。
一同：（笑）
zull：ヤバい、これは（笑）。
想：大丈夫、そういう仲なんで（笑）。そうやって一緒に作っ
てる感じなんであの人は完全にメンバーですね。
●そうやって言ってくれるっていうのはそれだけ責任を
持ってくれてるわけだから、一緒に物を作ろうっていう。
それにムカついてた昔の想さんはそういう余裕がなかっ
たっていうことですよね（笑）。 
想：そうですね、やっすいプライドがあったんでしょうね

（笑）。
●想さんとしてはこだわったところというのは？ 
想：そうですねぇ、やっぱりチューニングをちゃんとするっ
ていうことですかね、俺は（笑）。今回かなりマメにチェッ
クしましたね。あとは……俺だけの特権としてはその後に
乗る歌を想定して、歌のダイナミズムを意識しつつ弾いた
りとか。前よりはそういう余裕も出てきましたね。
●成長してるんですね。
想：さらに俺だけの特権として、歌った後にそれに合わせ
て弾き直したとこもあります（笑）。
キリ：（笑）それ羨ましい！
zull：まぁでもそういうことですよ。
●想さんっていう個人で見ると、emmurée とサイレンス
はどこが違うのって思う人もいると思うんだけど？ 
想：まぁ簡単に言ってしまえば、メンバーが違うっていう
話にはなってしまうんですけど。それは、例えば曲を作る
にしても、ハルカさんが弾いたらカッコいいなっていう曲
と、ズルヲさんが弾いたらカッコいいなって曲は違くて。
emmurée でやれないことをサイレンスでやってるってこ
ともなくて。emmurée でやれないことってのは実際ない
し。でもemmuréeではやりたくないなっていうことはあっ
て。やっぱり emmurée の方が構築されてる世界というの
が深いので。
● emmurée というバンドのイメージを崩したくないから、
こういう曲はちょっとやりたくないなって？ 
想：というより emmurée って、かなりバラエティに富ん
だ曲をやってて……崩したくないっていうよりは崩し続け
てるっていう感じですかね。広げるというよりはより深く
という感じもありつつ。
● emmurée でやりたくないなぁっていう曲はサイレンス
では？ 
想：そういうことでもなくて、サイレンスはサイレンスで、
またそういうサイレンス感みたいのがあるので。まぁ自分
的に。今はそういう emmurée とサイレンスっていう自分
の中のバランスが凄くいいですね。今回のアルバムを経て、
次 emmurée ではこんな曲が演りたいなとか出てくるもの
もあったり。

●今回のアルバムでそれぞれ推し曲というのは？ 
想：まぁ全部という感じにはなってしまうんですけど、そ
こを敢えていうならば 「プラネタリウム」ですかね。ライヴ
で演ってた時とサビの歌詞とメロが違っててグッとくる度
がかなり上がってますね。歌っててグッとくるというより
ギターを弾いてて泣きそうになるという（笑）自分の好き
な哀愁感が詰まってる曲なのかなって。
●ズルヲさんはどうですか？選ぶの難しいと思うんですけ
ど。
zull：難しいですね……まだライヴでやってない曲もあるん
で。
●それも含めて、例えばライブで演ったら楽しそうとか、
演るのが楽しみだって曲は？
zull：それはもう「薔薇」に決まってますよ !
●あ～、「薔薇」ですよね、やっぱり（笑）。
想：あれはもう俺がチバユウスケだったらデデデって弾き
始めた瞬間にフロアがヤバいことになる系な。残念ながら
ソウカワイなんですけど（笑）。
zull：まぁそういう熱もありつつ、でもサイレンスなんです
よ、アレは。俺も込めたフレーズには青春時代の全てをブ
チ込んだくらいなフレーズは入れてきてるんで。 ある程度、
オマージュじゃないですけれど。今後この曲がどうなって
いくのか、凄い楽しみ。これ聴きたい為にライヴくるヤツ
がいてもいいと思うし。
●祈さん的にはどうですか？ 祈〜いのり〜＠ bass

キリ＠ drums



　emmurée 

【フォトブック】
P40　カラー　A5 サイズ
■ライヴフォト
■バンドインタビュー
■予備幽閉 × emmurée 対談 (2019 年収録 )
　手鞠 × 想
　健希 × ハルカ
　殊 × 朋

CD は ...。【サイレンス】ライヴ物販または zoisite shop（通販）にてお求めいただけます

...。【サイレンス】の最新情報はこちらまで！

祈：……難しいですね……やっぱり全部いいなって思うん
ですけど最後に録ったっていうのもあるんですけど「lens」
が。サイレンスっぽいループ感もありつつ新しい感じもあっ
て。
●「lens」ってライヴでは？
想：やってないです。一番最後に作った曲ですね。
●キリちゃん的には？
キリ：凄い悩むんですけど……言われた感もあるんですけ
ど（笑）、例えば今、電車で 2 駅で聴くんだったら「薔薇」っ
ていう、パッと印象に入ってる。「lens」もライヴで歌って
る感じがみたいですよね。で、いったらでも「春誘う風に
のせて」 は新鮮かなって思う。中々ない曲かなって。
●ちなみに私は「Navy daydream」が推し曲です。これ
か「薔薇」ですね （笑）。
想：あ～、「ネイビー」もいいですね。「やさしいせなか」
とか「AQUARIUM」とか今回は入ってないですけど「マ
ヨネーズ」とか、ノリノリな感じな、わりとそっち寄りに
傾いてるかなって感じてたんですけど、出来上がってみる
と結構しっとりとしたアルバムに仕上がってて。アルバム
の曲はワンマンでは全曲演ると思うんですけど、セットリ
ストを考えるのがなかなか難しいという感じですね。演る
曲は全部決まってるんですけど、曲順が。 
●そこは頑張っていただきたく、2016 年 3 月 13 日には

待望のワンマンということになりますけど、どんなものに
したいと思ってますか？
zull：もうワンマンとか観た帰りは、なんかもう楽しく帰っ
てほしい。俺がそうなんで。ワンマンとか観たあとはその
バンドの曲を聴きながら帰りたいなって思うし。話せる仲
間がいたり、いなかったりもすると思うんだけど、今日は
ずっとこのバンドの話をしていたいなぁって思いながら
帰っていただきたいというか。
●祈さんはどうですか？ 
祈：そうですね……ワンマンで初めてやる曲もあるのです
が、馴染みのある曲も、新しい曲も、何か胸に残して貰え
たら嬉しいし、その日に居て良かったと思って貰えるよう
な時間になれば嬉しいかなって思います。 
●キリちゃん的にはどんなワンマンにしたいと思ってます
か？サイレンスでは初ワンマンになりますが。
キリ：バンドやってきた中でも数えるほどしかワンマンやっ
たことはないんですけど。サイレンスでは初で……どうな
るんだろうっていう（笑）。楽しみですね、単純に。
●想さん的には今の意気込みとしては？
想：そうですね、やっぱり集大成というか。すげぇ練習し
てるし、観にきた人に今までの練習してるっていってたの
は嘘なんだなってくらい見違えてたいですね（笑）。いい空
間をご用意してお待ちしております。

【収録曲】
■ M-1「DEATH -type II-」
Words：想 / music : ハルカ
■ M-2「Geragera」
Words：想 / music : 想
■ M-3「詠人知ラズ。」
Words：想 / music：朋
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psycho:lens.　
3,000 yen (tax in)
1.psycho
2.faraway
3.Crevice
4. プラネタリウム
5.AQUARIUM
6. 春誘う風にのせて
7. やさしいせなか
8. 薔薇と十字架の Relief
9.Navy daydream
10.lens

baby butterfly　
1,120 yen (tax in)
1.baby butterfly
2. 散歩にでかけよう～愛しのリリィ～

DREAMER DREAMER
2,138 yen (tax in)
1. オレンジ色の objet
2. 雨空の stardust
3. ジョハリの窓
4. music star
5. dreamer dreamer
6. ロマンス
7. 沈む陽、空の穴。

Crevice
1,100 yen (tax in)
1.Crevice
2. 星に願いを

　IOLITE - アイオライト -

　現在活動休止の Lament. の悠歌 -youka- が、2020 年 03
月より始動させたソロプロジェクト IOLITE - アイオライト -。
この【Drawing Notes】はアイオライトのファースト・ミニ
アルバムとなる。
サポートメンバーに、杏太 (Gt / ホタル )、山本伸彦 (Ba / 稲
山梢・Purpleneon suicides)、キリ (Dr / luin・...。【サイレ
ンス】) を迎えての今作は、サポートメンバーが作曲を手掛け
た楽曲も織り込まれており、よりバンドらしく、より各メンバー
のカラーが明確に提示された作品となっている。

　既にライブでも披露されており、2022 年のライブを彩って
きた【Prayer】【ポラリス】【朽澄空】をはじめ、今作に向けて
書き下ろされた【畢生 -hissei-】【Drawing Notes】【この想
いに名前はない】と 2022 年、初のデジタル音源としてリリー
ス さ れ た【Beyond the Landscape】【HUMAN ERROR】
の Remastering Ver. など、今まで以上に多彩な楽曲陣が収録
されている。

Official HP twitter

　2022 年、ベーシスト朋の脱退、活動休止の発表を行っ
た emmurée。その発表直後のインタビューと 3 人での
最後となった 7 月 2 日鹿鳴館ライヴ終了後に行ったイン
タビューの 2 本立て。比べていただけるとだいぶ雰囲気
が違います。そして 3 人での最後の音源となる CD につ
いては、想「終着点であり、始まりでもあり、20 有余年
の歴史が生んだ一作。よろしく！」、　ハルカ「感覚切迫
過呼吸イライラ閉塞 ジ・エンド」、朋「長いことバンドを
やってきて、初めて “ 作るぞ ”とドラムの打ち込みから
曲を作りました。素敵な場を設けてくれたメンバーに感
謝です」と語る。emmurée ファンのみならず、この界
隈の住人の皆さんのマストアイテム！

■収録曲■
1. Prayer
2. HUMAN ERROR (Remastering)
3. 畢生 -hissei-
4. ポラリス
5. Beyond the Landscape (Remastering)
6. 朽澄空
7. Drawing Notes
8. この想いに名前はない

Interview & Photo Book + 3songs CD
『幽閉された世界 -Closed gate-』

4,000 yen（tax in）

3,000 yen（tax in）

1st Mini Album
【Drawing Notes】

interview & photo : Reiko Arakawa(zoisite)



通販
zoisite shop 

ゾイサイトショップ
The Obsidian Times は zoisite 発行の不定期フリーペーパーです。
これは！というアーティストをこれからも紹介してまいります。
ご意見、ご感想などもお気軽に！
お問い合わせ等はこちらまで→ shop@zoisite.co.jp

No.03

Khaosnuber レーベル旧譜が半額セールになります。
期間限定です！この機会にぜひ！

【お申し込み期間】
2023 年 4 月 23 日～ 6 月 30 日　
※在庫の状況で早期に終了する場合がございます。

【商品発送予定】
2023 年 5 月 8 日より。※セール対象以外の商品を一緒にお求
めの場合、まとめてこの日以降に発送いたします。

【特典】
サイン入り未公開ライヴフォトを 5 種類のうちからランダムで
1 枚おつけします。　
※サービス判サイズの写真プリントです。1 回のお申し込みで
1 枚となります。aki 商品であればセール商品以外にもお付け
します。

aki の最新情報はこちらまで！
Official HP twitter

｢ユメ、アザヤカ / NIGHT RIDER｣』　
1,650 → 800 yen

01. ユメ、アザヤカ
02. NIGHT RIDER
03. ベルトコンベア -LIVE 2012.02.04 at NAGOYA-
 ※ボーナストラック
04. GHOSTS -LIVE 2012.02.04 at NAGOYA- 
※ボーナストラック
発売日：2012 年 10 月 24 日

｢BALANCE / RED ALERT｣　
1,650 → 800 yen

1. BALANCE
2. RED ALERT
3. SHOCK ME -LIVE 2012.02.05 at OSAKA-
4. 影踏みバレリーナ -LIVE 2012.02.05 at OSAKA-
発売日：2012 年 10 月 24 日

『INSPIRE 2nd プレス』
2,933 → 1,500 yen 

01. INSPIRE
02. UTOPIA
03. GESTALT
04. EUPHORIA
05. RED-ZONE
06. INSPIRE -LIVE 2012.02.04 at NAGOYA- 
※ボーナストラック
07. RED-ZONE -LIVE 2012.02.05 at OSAKA- 
※ボーナストラック
発売日：2012 年 11 月 21 日

『DISCORD』
3,300 → 1,500 yen

01. LIBERTY
02. UMBRELLA
03. DESIRE
04. 影踏みバレリーナ
05. ARK IN THE DARK Co., Ltd.
06. SHOCK ME
07. ベルトコンベア
08. GHOSTS
09. DREAMS
10. DISCORD
発売日：2011 年 6 月 8 日

GREED    4,100
OFFICIAL BOOTLEG - 2018.11.16 2,700
OFFICIAL BOOTLEG - 2017.05.20 2,750
OFFICIAL BOOTLEG - 2016.06.25 4,400
REVOLVE    3,300
THE CELL MIXES 2   2,200

aki 30 周年記念  だいたい半額 SALE

対象外一般商品 (tax in)

SALE 対象商品 (tax in)
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